
　
今
年
の
春
は
寒
の
戻
り
が
き
つ
い

よ
う
で
し
た
が
、
い
ま
や
（
日
）
に
は
、

さ
く
ら
お
ろ
ち
湖
ウ
ォ
ー
ク
と
お
花

の
地
へ
こ
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
約
７
０

０
年
。
今
年
は
そ
の
信
州
は
飯
島
町

か
ら
飯
島
家
当
主
、
副
町
長
は
じ
め

多
く
の
来
賓
を
お
迎
え
し
て
の
式
典

で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
縄
文
前
期
・
約
５
０
０
０
年
前
に

ま
で
遡
る
と
い
う
説
も
あ
る
日
本
列

島
の
焼
き
畑
農
耕
。
さ
く
ら
お
ろ
ち

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ひ
と
つ
、
奥
出

雲
山
村
塾
が
島
根
大
学
生
物
資
源
科

学
部
の
学
生
有
志
と
協
同
で
取
り
組
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今
年
の
春
は
寒
の
戻
り
が
き
つ
い
よ

う
で
し
た
が
、
い
ま
や
（
日
）
に
は
、

さ
く
ら
お
ろ
ち
湖
ウ
ォ
ー
ク
と
お
花

　
奥
出
雲
町
の
要
害
山
で
５
月
31
日
、

山
城
祭
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
三
沢
を

開
拓
し
治
め
た
三
沢
氏
の
功
績
を
た

た
え
、
後
世
に
ま
で
長
く
顕
彰
す
る

た
め
に
、
要
害
山
三
沢
城
跡
保
存
会

を
は
じ
め
地
元
の
有
志
の
方
々
に
よ

っ
て
執
り
行
わ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

三
沢
氏
は
、
承
久
の
乱
の
戦
功
に
よ

り
、
信
州
は
伊
那
谷
か
ら
遥
々
出
雲

ん
で
い
る
実
験
が
、
５
月
下
旬
か
ら

進
ん
で
い
ま
す
。
地
球
規
模
で
の
気

候
変
動
、
急
激
な
人
口
減
少
、
化
石

燃
料
資
源
の
ピ
ー
ク
問
題
、
多
様
で

複
雑
な
環
境
課
題
に
対
す
る
、
解
の

ひ
と
つ
を
、
荒
廃
が
進
む
下
部
里
山

で
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

　
6
月
19
日
、
田
井
小
学
校
の
３
〜

４
年
生
が
、
深
野
川
の
「
生
き
物
調

査
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
生

き
物
の
声
は
聞
こ
え
た
で
し
ょ
う
か
。

さ
く
ら
お
ろ
ち
で
は
、
未
来
へ
つ
な

ぐ
、
川
や
水
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な

試
み
を
始
め
て
い
ま
す
。
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▲尾原ダム近くで 6月14日の火入れ地整備の模様。兄弟
　ダムのある志津見では昭和35年頃まで、竹・笹・灌木
　を焼き蕎麦などの栽培後牛を放牧した伝承がある。

第３回

七
〇
〇
年
の
時

を
偲
ぶ
山
城
祭

【
豆
コ
ラ
ム
】
山
城
祭
で
は
、
三
沢
池
で
の
お
水
取
り
神
事
、
み
ざ
わ
の
館
か
ら
山
頂
ま
で
の
武
者
行
列
、
そ
し
て
要
害
山
山
頂
で
は
出
陣
の
儀
式
で
あ
る
三
献
の
儀
、
登
山
者
の
安
全
を
祈
る
神
事
な
ど
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲

島
根
半
島
を
一
望
す
る
４
１
８
・
５
m
の
山
頂
に
あ
が
っ
た
山
城
祭
の
武
者
行
列
。

五
〇
〇
〇
年
の

叡
智
を
探
る

竹
の
焼
畑
実
験

▲

知
ら
な
か
っ
た
小
さ
な
生
き
物
が
た
く
さ
ん
！

一
〇
〇
年
の
未
来
を

川
の
生
き
物
に
き
く

さ
く
ら
お
ろ
ち
通
信

島
根
県
雲
南
市
と
奥
出
雲
町
に
ま
た
が

る
�
尾
原
ダ
ム
・
さ
く
ら
お
ろ
ち
湖
周

辺
地
域
の
自
然
と
そ
こ
に
暮
ら
す
人
の

営
み
を
元
気
な
も
の
に
し
て
い
く
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
情
報
発
信
紙
で
す
�



　
５
月
12
日
、
温
泉
高
齢
者
活
動
促

進
施
設
の
研
修
室
に
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

さ
く
ら
お
ろ
ち
は
通
常
総
会
を
開
催

し
、
平
成
26
年
度
の
事
業
報
告
と
決

算
報
告
、
会
計
監
査
報
告
、
今
年
度

の
事
業
計
画
案
と
予
算
案
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
決
算
書
や
予
算
書
な
ど
は
ウ
ェ
ブ

の
日
本
財
団
の
ｃ
ａ
ｎ
ｐ
ａ
ｎ
等
で

公
開
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
の
主
な
事
業
を
羅
列
で
は

★
会
員
募
集

あ
り
ま
す
が
、左
か
ら
記
載
し
ま
す
。

◉
さ
く
ら
お
ろ
ち
湖
ス
ポ
ー
ツ
競
技

施
設
管
理…

…

自
転
車
と
ボ
ー
ト
競

技
の
施
設
の
管
理
受
託
。

◉
み
ー
も
の
森
づ
く
り
事
業…

…

自

然
景
観
と
環
境
の
保
全
整
備
。

◉
里
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア…

…

上
下
流

交
流
と
拠
点
活
用
を
か
ね
た
体
験
型

水
源
地
域
環
境
教
育
事
業
。
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◉
小
人
（
小
学
生
）
向
け
水
源
地
域

環
境
教
育
事
業…
…

尾
原
ダ
ム
や

湖
、
森
、
農
地
で
の
体
験
・
見
学
・

写
生
会
に
よ
る
環
境
教
育
。

◉
さ
く
ら
お
ろ
ち
の
食
べ
ご
と
塾

…
…

さ
く
ら
お
ろ
ち
湖
周
辺
地
域
を

名
実
と
も
に
「
食
の
宝
庫
」
と
し
て

盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
の
、
地
域
資

源
を
再
発
見
し
発
展
さ
せ
て
い
く
食

の
交
流
事
業
。

◉
奥
出
雲
ま
る
ご
と
体
験…

…

移
住

希
望
者
受
け
入
れ
の
ス
テ
ッ
プ
と
な

る
一
泊
以
上
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

◉
竹
と
山
の
学
校…

…

竹
林
整
備
と

利
活
用
の
研
修
・
セ
ミ
ナ
ー
を
、
都

市
部
と
山
村
部
の
交
流
を
ま
じ
え
て

実
施
す
る
環
境
保
全
教
育
事
業
。

◉
斐
伊
川
流
域
の
食
の
祭
典…

…

し

ま
ね
社
会
貢
献
基
金
に
よ
る
事
業
。

◉
尾
原
農
村
公
園
管
理…

…

指
定
管

理
業
務

◉
さ
く
ら
お
ろ
ち
湖
祭
り…

…

今
年

度
は
10
月
18
日
の
日
曜
日
に
開
催
さ

れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

※

他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
上
下
流
交
流

事
業
、環
境
保
全
事
業
等
を
展
開
し
、

斐
伊
川
流
域
の
流
域
圏
交
流
と
情
報

の
発
信
を
通
し
て
、
元
気
な
地
域
づ

く
り
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　▼
６
月
７
日（
日
）・
中
国
地
域
高
等

学
校
対
抗
自
転
車
競
技
選
手
権
大
会

兼
中
国
地
域
自
転
車
道
路
競
走
大
会

…

於
さ
く
ら
お
ろ
ち
湖
自
転
車
競
技

コ
ー
ス
／
主
催…

島
根
県
自
転
車
競

技
連
盟
・
高
体
連

※
補
足
情
報…

…

今
年
の
6
月
〜
来

年
の
3
月
ま
で
、
さ
く
ら
お
ろ
ち
湖

　
　
私
た
ち
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
く
ら
お

ろ
ち
」
は
、
尾
原
ダ
ム
周
辺
の
自
然

環
境
や
伝
統
文
化
や
施
設
と
い
っ
た

地
域
資
源
を
活
か
し
、
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
や
地
域
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
そ
し
て
、
斐
伊
川
水
系
の
上

流
域
を
拠
点
と
す
る
団
体
と
し
て
、

流
域
圏
に
お
け
る
交
流
と
絆
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
当
法

人
の
活
動
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
活
動

を
支
援
し
て
い
た
だ
け
る
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

正
会
員
▽
当
法
人
の
総
会
に
お
い
て

議
決
権
を
持
ち
ま
す
／
入
会
金
一
〇

〇
〇
円
・
年
会
費 

二
〇
〇
〇
円
。

賛
助
会
員
▽
活
動
を
財
政
面
か
ら
支

え
て
く
だ
さ
る
会
員
で
す
／
入
会
金

一
〇
〇
〇
円
・
年
会
費 

一
〇
〇
〇
円
。

▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
く
ら
お
ろ
ち
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
▼

雲
南
市
木
次
町
平
田
７
７
９̶

１
・

☎
０
８
５
４̶

４
８̶

０
７
２
９
　

【
豆
コ
ラ
ム
】
先
月
に
引
き
続
き
お
願
い
ご
と
で
す
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
さ
く
ら
お
ろ
ち
で
は
環
境
保
全
事
業
の
一
環
と
し
て
竹
紙
づ
く
り
を
始
め
ま
す
。
取
り
出
し
た
繊
維
を
打
つ
た
め
の
硬
い
切
株
か
石
臼
を
探
し
て
い
ま
す
。
情
報
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

※

最
新
情
報
は
﹁
さ
く
ら
お
ろ
ろ
ち
湖

周
辺
を
１
０
０
％
楽
し
む
サ
イ
ト
﹂

に
て
鋭
意
更
新
し
て
ま
い
り
ま
す
！

7/4（土） 夏の畑で収穫体験

※「さくらおろち湖の里山ボランティア」は島根県の雲南市と奥出雲町にまたが
　る尾原ダム周辺地域の水源地域環境活動推進業務として実施するものです。主催○　さくらおろち／協力○　もりふれ倶楽部NPO

法人
NPO
法人

★プログラム内容は自然や天候の状況などによって変更する場合があります。

①
〜子どもたちの給食へ地域の野菜を！食の安全は地域の宝！

●  主なメニュー
・さくらおろち湖が見える場所で水源地域
　の環境 について、知っておきたい話をきく。
・新鮮野菜と品数の多さで人気の
　「ふるさと亭」でバイキングランチ。
・槻屋ヒーリング農場でお話と収穫体験。
★ポイント！………………………

＊収穫した夏野菜はおみやげに！

8/8（土） 山の仕事と自然体験②
　〜子どもたちの植えた苗木を守ろう！

●  主なメニュー
・森づくりのために植樹１年目の下刈り
・「みざわの館」で地元の手作り料理の昼食
・かわいい苔玉をつくっておみやげに
・森林インストラクターが小さな森をご案内

＊親子で楽しめる森の学習体験。

＊夏の涼を感じる苔玉がおみやげ！

★チェックポイント！………………………

★プログラム内容は自然や天候の状況などによって変更する場合があります。

申込み先

▲

農
場
は
馬
の
牧
場
の
隣
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
昨
年
度
の
様
子
。

▲

み
ざ
わ
の
館
は
中
世
山
城
跡
の
麓
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
山
の
中
の
風
景
。

さくらおろち湖の里山ボランティア ２０１５年 夏のプログラム

★10 時に始まり
　15 時終了です。

大人ひとり

参  加 費：2,000 円
小学生以下ひとり

（昼食代含）

　　   
集合場所・時間【集合場所からのバス移動は無料】
　①島根県庁前 7:50　②宍道ふるさと森林公園 8:40
　③道の駅おろちの里（観光案内コーナー・お手洗い隣）9:40
　　※自家用車でお越しの方は③への集合が便利です。
定　　員：各回 20 名（申込み先着順）
申込方法：下記申込先まで FAX、電話、メールのいずれかで
参加希望日と人数、住所、氏名、連絡先をお知らせ下さい。

1,000 円

今
年
も
さ
く
ら
お
ろ
ち

の
里
山
ボ
ラ
ン
テ
�
ア

始
ま
り
ま
す
�→

○　さくらおろちNPO
法人 TEL/FAX 0854-48-0729   メール…sakura-o@bs.kkm.ne.jp

松江市

安来市

奥出雲町

出雲市

雲南市

さくらおろち湖

﹁
さ
く
ら
お
ろ
ろ
ち
湖
周
辺
を

１
０
０
％
楽
し
む
サ
イ
ト
﹂

を
ご
覧
く
だ
さ
い
ま
せ
！

奥
出
雲
町

三
沢
・
阿
井
に
て→

夏
の
お
楽
し
み

盛
り
沢
山
！

雲
南
市
温
泉
地
区
に
て
→


